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春風をもって人に接し、秋霜をもって自らを慎む  佐藤一斎 

1 うれしい出会い 

 教師をしていて良かったことは多いですが、心配をしていた子どもの成長した姿を見ること

もその一つです。最近、池谷学校教育課長から、以前勤めていた中学校の生徒がガソリンスタ

ンドで働いていると聞き、そのスタンドで給油をしてきました。 

 中学校時代には力ずくの対応をしたこともある生徒でしたが、落ち着いた笑顔での対応に成

長を実感しました。親しく話しかけてくる様子に、厳しくも繋がる関係を大切にしてきたこと

が、今の自然体で話ができる関係になっていると思いました。 

 問題行動を起こしたり、課題を抱えたりする子どもたちでも、誰か繋がる人がいると立ち直

りの後押しができると思います。 

  

２ 全国都市教育長研修会に参加して 

 島田市では、夢育・地育の推進を行っていますが、多くの教育委員会が地域の教育力や地域

資源を学校教育に取り入れることにより、地域愛の育成を図ろうとしていました。島田市の地

育と同じ方向だと思います。 

 学校の多忙化を考えると、教職員に大きな負担をかけずに、地域の教育力を活用するために

は、コーディネーターの存在が大きいことも共通した認識でした。今年度の島田市の教育方針

でも、学校と地域との連携を担う市民を学校評議員に参加させることを明記しています。この

市民がコーディネーターに育つことを願っています。教務主任研修会でも説明しましたが、コ

ーディネーターの存在は、コミュニティースクールを導入する際の成否にも関係します。 

 地域人材の活用は、開かれた教育課程やカリキュラム・マネジメントにも繋がります。地域

の人材や資源を上手に活用する方法を、各学校で研究してみてほしいと思います。 

 

この会で、奈良市立一条高校 藤原和博校長による「１０年後、君の仕事はあるか」という

講演がありました。藤原氏は、AI の急速な発達の中で生きる子どもたちには、知識や技能を獲

得する情報処理力ではなく、思考・判断・表現といった情報編集力を養わなくてはならないと

強調していました。AI の得意とする正解を求める思考ではなく、正解のない『納得解』を見つ

ける力で、例えとして、ジグソーパズルを完成させる力より、レゴで作品を作り上げる力だと

言われました。 

また、こんな話題もありました。皆さんは、黒いまな板を使ったことはありますか。私は、

衛生的観点からまな板は白しかないと思っていましたが、黒いまな板は白い食品が見やすいた

め、調理の作業効率をあげるそうです。黒いまな板の開発は、常識を疑うことのない私にはな

い発想です。このような発想こそ、人間でなくてはできないことだと氏は言いました。 

アメリカには、自学で獲得したプログラミングで年間数千万円の収入を得ている中高生がい

るそうです。プログラマーなどは、１０年後も残る仕事です。時代が新しい教育観を求めてい

ることを意識し、授業改善をすることが喫緊の課題です。 

 

３ 学習の定着率について 

 家を片付けていたら、鳴門教育大学の久我直人教授の講演資料が出てきました。その中に、

学習方法と定着率のデータがありました。 
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 この結果は、どんな内容を誰が扱うかによっても変わると思うので、 

方法だけ取り入れても同じ結果が出るとは限りません。しかし、トーク

とチョークの授業は、定着効果が低いことは事実です。また、「主体的・

対話的で深い学び」と重なることも確かです。 

  

４ 不登校対応について 

  ５月２３日発行の内外教育に、東京理科大学の研究が紹介されていました。その中では、不登校

傾向にある学生は、初年度の６月の第１週から出席状況が急激に悪くなると書かれていました。大

学生と小中学生では違うと思いますが、初年度と６月の第１週というのは、留意したほうが良い情

報だと思います。 

 不登校対策はどの学校でも課題になっていますが、「早期対応」や「チーム学校」で成果を上げて

いる学校も多くあります。初期段階の家庭訪問が功を奏する場合も多いという報告もあります。手

遅れが重症化するケースは多いので、早めのケース会議で、必要なかかわり方を共有することが大

切です。 

 

５ こんな花を見つけました 

 市民病院の西側の山の中できれ

いな紫の花を見ました。桐の花で

す。大井川の相賀グランドゴルフ場

の近くではジャケツイバラの豪華

な黄色の花が咲いていました。公園など栽培されている花だけでなく、自然の中でも美しい花

はたくさんあります。心にゆとりをもつと様々な花が見つかると思います。（残念ながら今年は

咲き終わりました。来年を楽しみに。） 

 

 

「鯉のぼり」 

今年も『こどもの日』に、行楽地で鯉のぼりを連ねて揚げたというニュースが流れた。一方、

街で鯉のぼりを目にすることはぐんと減った。 

私の家は、節句を月遅れで祝う。この辺りでは、まだまだそういう家もあるようだ。５月５

日をかなり過ぎた頃、歩いていて鯉のぼりを見つけた。２階のベランダから、空に向けて揚げ

てあった。ああ、この家には男の子がいるんだな、と鯉のぼりを見つけたうれしさで、「♪～い

～ら～か～の～♪」と口ずさんでみた。 

歌ってみるとなんとも難しい言葉が並ぶが、幼い頃、祖母が『唱歌』と呼んで歌ってくれた

歌だ。祖母の『唱歌』は数多く、季節の歌だけでなく物語風の歌もあった。これらは、５番６

番と長く続き、私は昔話を聴いているようで大好きだった。祖母のそばで、ゆったりと心地よ

い時を過ごしたのだと思う。 

今、孫を抱き歌うのが祖母の『唱歌』で、自然に口から出てくるから驚く。長女が「お母さ

んのまねをして歌うと、この子は不思議に寝ちゃうんだよ。」と言っていた。歌の上手下手では

なく、抱っこに子守唄が心地よく、安心して眠ることができるようだ。 

子どもは、抱っこや歌に限らず、何らかの安らぎのひとときを何度も何度も味わいながら育

っていくのだろう。大人の私は、月遅れの鯉のぼりを見つけて喜び、「♪～ふ～ね～を～も～の

～ま～ん～♪」あら？船をも飲み込むほどの口ということか、と今更ながらに納得し、スキッ

プしたくなるほどの気分で歩いた。 

講義      ５％ 

グループ討議 ５０％ 

体験     ７５％ 

人に教える  ９０％ 
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